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「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 付知川の花鳥風月

撮影場所 中津川市加子母（付知川）

撮影日 令和５年４月２日

応募者コメント

中津川市加子母から付知町へと流れる付知川。付知川の流域は付知
峡や裏木曽県立自然公園にしていされるなど景勝地が多い。エメラル
ドグリーンの付知川の美しい水が流れ、帯工と3段に渡る床止め工で
施工されており、床止めは、深瀬となっており魚類の生息地となってい
る。この付知川にはアユ、ウグイ、イワナ、アマゴ、ニジマスなど美しい
魚類たちが賑わう。山岳の景色も抜群です。

①



②

「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル メダカクリーク

撮影場所 各務原市下切町（木曽川）

撮影日 令和５年７月１１日

応募者コメント

メダカクリークは各務原浄化センターからの下水処理水を導水した水
路で、維持管理が追い付かない程植生が回復し、大きく伸びた木の枝
により木陰もできている。水路縁に設置された遊歩道から子魚やトンボ
などの昆虫も観察することができる。



③

「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 原生保持

撮影場所 岐阜県加茂郡七宗町（飛騨川・飛水峡ロックガーデン）

撮影日 令和５年７月１９日

応募者コメント

この場所は、国定公園特別保護区域のため、原生保持が定められて
います。
人工的に自然を損なうことのないよう配慮し、重なりあった泥岩層が素
晴らしい大パノラマです。



④

「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 何がいるかな

撮影場所 美濃加茂市山之上町（農業排水路）

撮影日 令和４年７月７日

応募者コメント

田んぼの排水が流れ込む水路で、地域の子供たちが生きもの調査を
おこないました。ほ場整備などさまざまな農地整備の取り組みをおこな
い農業を続けていくことが、水辺など自然の環境を守るうえで大切であ
るということを覚えてもらいたいと願っています。



⑤

「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 何がいるかな

撮影場所 岐阜県加茂郡東白川村神土（農業排水路）

撮影日 令和４年７月１１日

応募者コメント

田んぼに沿ったせせらぎで、地域の子供たちが生きもの調査をおこ
ないました。山間部では農業を続けることで農地を守っていかなけれ
ば、洪水が起きたときに水辺など自然の環境が荒れてしまうことを覚え
てもらいたいと願っています。



⑥

「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 春爛漫の関川

撮影場所 関市桜本町（関川）

撮影日 令和４年４月６日

応募者コメント

関市の中心部を流れる関川は吉田川と並び桜の名所です。関川は改
修工事により魚巣ブロックが設置されオイカワやモズクガニなどが生息
しています。また、関川上流部と寺田川では関ホタルの会によるホタル
の保全活動やせき・ホタルの楽校も行われています。かって地元中学
校卒業記念の錦鯉放流が行われていましたが今は錦鯉の姿は見られ
ません。



⑦

「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 河道掘削後からの旧川の流水環境復活

撮影場所 山県市高富地内（鳥羽川）

撮影日 令和４年７月２０日

応募者コメント
平成25年度に行った河道掘削工事。その際に鳥羽川独独の水辺（流
水）環境復活を願い蛇行復元を行ったが狙い通り良好な自然環境が
復元できている。



⑧

現在の様子 令和５年８月２１日 撮影

種子吹き付け直後 令和４年４月２１日 撮影



⑧
「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 巨大堰堤と周辺環境との調和

撮影場所 山県市柿野地内（向仙谷）

撮影日 令和５年８月２１日

応募者コメント
令和2年に流路工を施工後、種子を吹き付けたがそれ以外に低木も植
生しており周辺環境と調和しつつ下流の民家を守る役割もしっかり果
たせている。



⑨

現在の様子 令和４年７月２０日 撮影

除根・表土鋤取り直後 令和３年６月１８日 撮影



⑨
「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 美山大橋下流に繁茂していた竹林・樹木伐採後

撮影場所 山県市岩佐地内（武儀川）

撮影日 令和４年７月２０日

応募者コメント
令和2年度、3年度と行った樹木・竹林伐採。その際に表土鋤取りと合
わせて整地を行ったが仕上げ表面が土砂で周辺環境と合ってなかった
が半年以上経ち、雑草が生えたことで景観の調和が取れている。



⑩

現在の様子 令和５年８月２１日 撮影

獣害対策ネット設置直後 平成２７年１１月２５日 撮影



⑩
「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 実験的な獣害対策のその後

撮影場所 山県市長滝地内（林道伊自良～根尾線）

撮影日 令和５年８月２１日

応募者コメント

平成27年度の工事を行った際、この地区は植生しても害獣による採食
や踏み荒らしによる植生不良が問題となっていたため、法枠工の枠内
を植生したのち、金網を浮かせて覆った。その結果、確実な緑化に成
功していた。



⑪

「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 初夏の馬籠宿

撮影場所 中津川市馬籠（馬籠宿）

撮影日 令和５年５月２０日

応募者コメント

初夏の馬籠宿です。
石積み、階段、階段の手すりは、周辺のシックな建物と調和しています。
また、植栽も適度に管理されています。
水車や灯篭も含めて、すべてが調和してノスタルジックな景観を創出し
ています。



⑫

「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 曲線が創る美しい景観

撮影場所 多治見市笠原町（モザイクタイルミュージアム）

撮影日 令和５年５月２０日

応募者コメント

粘土をイメージした外壁、小窓や入り口が斬新です。
屋根の形も地形もアプローチも曲線であり、これらが見事に調和してい
ます。植栽もよく管理されています。
青空と相まって、自然と調和した美しい景観が創出されています。



⑬

「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 流れ様々

撮影場所 郡上市白鳥町畑佐地内（長良川）

撮影日 令和元年９月２６日

応募者コメント

長良川の堰堤に設けられた様々な魚道が、様々な流れを創出して魚
類に提供している。
ある意味で大河川ならではの魚道の実験場とも言え、遡上のしやす
さや維持管理のしやすさなどの検証データが積もれば、これからの魚
道づくりの先導役になることだろう。
豊かな水が、日暮れ間近の逆光に燻し銀さながらに光る。



⑭

「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 木々をくぐって

撮影場所 高山市丹生川町久手内（久手川源流）

撮影日 令和５年８月２３日

応募者コメント

急な渓流を何段にも分け下流を守ってきた堤体。これより下流は、渓
岸も樹林化し、土砂供給の安定化がうかがわれる。
堰堤ごとに水道が分散し、木々をくぐりながら下っていく様子は清涼
感もあって美しい。



⑮

「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 碧が生む水

撮影場所 高山市丹生川町久手内（久手川源流）

撮影日 令和５年７月１４日

応募者コメント

堤体に生した苔は、堰堤が川をよく宥めているからであろう。外観だ
けで老練をうかがわせる堰堤である。
山の碧が生んだ水を白濁音とともに下流に送り、酸素を含ませて浄
化し、生き物の命を支えている。
碧と白のコントラストは、近景でも遠景でも美しい。



⑯

「清流の国ぎふ」づくり自然共生工法写真コンテスト

作品タイトル 根尾川の夏景色

撮影場所 岐阜県揖斐郡大野町下座倉地内（根尾川）

撮影日 令和５年８月２１日

応募者コメント

低平地河川に多く存在する土堤構造の左岸側には深緑の河畔林、河
道内には石材利用の多段式落差工、そして、その中央部には魚道が
一望できます。ごく一般的な夏の河川景観です。県内各地で、自然共
生工法が浸透していることの証でしょうか。


